
様式（１）-①

都市再生整備計画

藤田駅前
ふ じ た え き ま え

地区

福島
ふ く し ま

県　国見町
く に み ま ち

令和６年７月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） ■

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 18.4 ha

令和 7 年度　～ 令和 11 年度 令和 7 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市再生整備計画事業の計画　※都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金）において、以下の項目が該当する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 R５年度 R１１年度

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

藤田駅前施設の利用者数
官民連携による公共施設を利用したコーワーキングスペー
スの利用者数

藤田駅前を中心に充実した道路交通網や歩行者空間の創出を図
ることで、藤田駅やコワーキングスペースなどの周辺環境を利用
する人が増加する。

15,000 17,000

都市のコンパクト化の方針　※都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金）の施行地区要件において、観光等地域資源活用支援型、又は、産業促進区域支援型（施行地区が市街化区域等外に限る）、又は、防災拠点・郊外支援型を適用
する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
■国見町の市街化区域は、国道4号とJR東北本線に挟まれた狭い範囲で展開され、コンパクトに形成されており、今後必要な誘導施設等の整備を進める。
■JR藤田駅前を中心に都市機能誘導施設や公共交通・道路交通環境の整備を進めていく。
■市街化区域の人口密度の維持や生活利便施設の配置等と相まって、国見町が良好な住環境を整備し、交通結節点（JR藤田駅・国道４号線）、交流拠点（国見町観月台文化センター等）を効率的かつ効果的に結ぶ公共交通ネットワークを形成する。

大目標：誰もがより安全で快適に住み続けられる地域の形成と空間づくりの実現
　　目標１：藤田駅前を中心に充実した道路交通網や歩行者空間の創出を図る
　　目標２：子育て環境に適した優良賃貸住宅と地域の住民が交流できる空間の整備を図り、多様な世代が快適に過ごせる環境を提供する
　　目標３：駅前エリアの都市機能の向上と居住環境の充実化を図る

　国見町は、国道4号線、JR東北本線が南東に縦断しており、県庁所在地の福島市からは車で約40分、電車で約17分の距離にある。また、東北自動車道のインターチェンジも有しており、北は宮城県仙台市、南は福島県郡山市まで、車で1時間の距離にある。以上の
ことから、国見町は交通の便に優れているといえる。
　また、国見町の都市計画区域2,600haに対し、市街化区域143.6haとその割合が20％以下であり、コンパクトな市街地の土台が形成されている。市街化区域では、昭和から平成にかけて、町内の各地で工業団地や住宅団地の造成が進められ、人口の集約と工場の誘
致など市街化が図られてきた。旧街道沿いには商店街が形成立地されているが、近年のモータリゼーションの進展や、後継者・担い手不足により、経営者の数は減少傾向にある。また、市街地の北東にある工業団地と、東北自動車道のインターチェンジを有している
強みを生かした企業誘致による雇用の確保が求められている。
　藤田駅前地区の構成は、隣接都市計画区域や仙台圏を含む通勤・通学を始めとした町民生活及び経済活動を支える公共交通機関であるJR東北本線藤田駅のほか、保育所・デイサービスセンター、地域住民が集い文化芸術に触れる国見町観月台文化センターが
立地している。また、地区の近隣には、役場、金融機関、商店等が立地しており、安心安全に暮らせるまちづくりが進められている。
　
　一方、平成29年には、国道4号線沿いに町の東日本大震災・福島原発事故からの復興・復旧のシンボルである「道の駅国見あつかしの郷」が開業され、年間150万人が来場するなど、国見町の誘客を増やしている。県北地区マスタープランにおいては、東北自動車道
のインターチェンジ付近並びに接続する主要幹線道路沿道に流通業務地としての土地利用が方針決定されていることから、令和６年に片側２車線化が図られ、交通の便がより一層よくなった国道4号線と、国道４号線から商店街へつながる町道の整備が進められてい
る。

　JR東北本線の藤田駅前における通勤・通学者のための自家用車両による送迎車両の混雑・渋滞による、駅利用者の利便性低下や事故の危険性等の解消のため、駅前道路の整備による送迎車両の分散を行い、混雑解消と駅利用者の利便性向上に加えて、町の
地域防災計画に定める緊急輸送道路であることから、その機能の確保も図る必要がある。
　また、当該地区には、官民連携による公共施設を利用したコーワーキングスペースが一つの交流拠点として機能し定着していることから、藤田駅前は、通勤・通学などの限定的な使用だけでなく、この取り組みと連携した、地域住民が交流できる空間としても整備す
る。
　駅から徒歩圏内に立地している「国見町観月台文化センター」は、会議室や多目的ホールのほか、文化芸術事業が催されるホールを有しており、多くの町民が利用している。特に、今後は、子育て世代を中心とした若者世代が利用できる、交流やにぎわいのための
スペースを確保するため、誰にでも開かれたにぎわいに資する空間を創出し、多様な使い方で多世代交流を生むことによる持続可能なまちづくりが必要である。

【第６次国見町総合計画（2021～2030)「命を大切に 誰もが幸せに暮らすまち くにみ」】
　６つのまちづくりのうち、「安全・安心な優しいまちづくり」では、政策として「便利で快適なまち」（都市基盤）を掲げ、施策として「有効な土地利用」を関連計画とともに推進している。国見町の１０年後の姿として、「町民が生活しやすく便利な都市機能が形成され、景観、
環境にも配慮された土地利用がされている。」ことが目標とされている。これからの取組として、都市計画マスタープランの見直し、立地適正化計画の策定を進め、適正な土地利用の規制・誘導のもと、既存の社会資本を生かした総合的かつ計画的な市街地の形成を
進める。

【国見町都市計画マスタープラン「９２３（くにみ）まちづくりプラン」】（平成10年3月）
　現行計画の策定から２０年以上を経過していることから、上位計画や立地適正化計画の内容をふまえ、都市計画区域の課題・施策等を整理したうえで、現状に合わせた改定を予定している。

【国見町立地適正化計画】（令和７年８月末策定予定）
　 本計画は現在策定中のため、現在の案を記載する。
　基本方針「超高齢化社会に備え、誰もがより安全で快適に住み続ける・住み継がれる地域の形成と空間づくり（生活拠点と公共交通ネットワークの形成）」
　今後の人口構成や将来人口を踏まえて、現在の土地利用の状況やこれまで整備してきた都市基盤等の既存ストックの有効活用を基本としながら、町民誰もがより安全で快適に住み続ける・住み継がれる地域を形成し、長期的な視点で生活拠点にあった医療や福
祉、商業等の都市機能の集積し、町民が幸せを感じる・共感できる空間づくりを図る。

都道府県名 福島県 国見町
く に み ま ち

藤田駅前
ふ じ た え き ま え

地区
ち く

計画期間 交付期間 11 ※

※

より、地域全体の活性化に寄与する取組」として、「産業・物流機能の整備に伴う雇用創出、経済波及効果等」を目標に設定すること
※

※



人／年 R５年度 R１１年度

人／ha R６年度 R１１年度

交流センター（仮称）等の利用者数
　※既存施設（国見町観月台文化
センター）を含む

関連事業で設置予定の交流センター（仮称）等の利用者数
　※既存施設（国見町観月台文化センター）を含む

子育て環境に適した優良賃貸住宅と地域の住民が交流できる空
間の整備を図り、多様な世代が快適に過ごせる環境を提供するこ
とで、交流の場ができ、滞留する人が増加する。

33,147 34,000

都市再生整備計画の区域内人口密度 都市再生整備計画の区域内の人口密度

道路や公園等、藤田駅前エリアの都市機能の向上と居住環境の
充実化を図ることで、コンパクトで安心安全に暮らせる地域を形成
し、将来的な人口減少が避けられない中、都市再生整備計画区域
内の現状の人口密度を維持を目指す。

76人 76人



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針１【藤田駅前を中心に充実した道路交通網や歩行者空間の創出を図る】
　・駅前に集中する交通混雑の解消と賑わい創出のため、駐車スペースや広場として藤田駅前の空間を整備する。 【基幹事業】　(道路)藤田駅前広場整備事業　町道2092号線　新設ロータリー整備

【基幹事業】  (地域生活基盤施設)藤田駅前広場整備事業　広場整備
【基幹事業】  (地域生活基盤施設)藤田駅前広場整備事業　駐車場整備(駐輪場撤去含む)

整備方針２【子育て環境に適した優良賃貸住宅と地域の住民が交流できる空間の整備を図り、多様な世代が快適に過ごせる環境を提供する】
　・賑わい創出のための交流センター（仮称）の整備
　・子育て環境に適した地域優良賃貸住宅の整備 【関連事業】　(高次都市施設)地域交流センター整備事業

【関連事業】  （公営住宅）地域優良賃貸住宅整備事業（社総金）

整備方針３【駅前エリアの都市機能の向上と居住環境の充実化を図る】
  ・歩行者の利便性・まちの回遊性の向上
　・住民の憩いの場である観月台公園の一体整備

【基幹事業】　(道路)藤田駅前歩道整備事業
【関連事業】　観月台公園整備事業

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
　事業終了後においても、将来ビジョンの達成に向け中・長期の目標達成を目指し、都市再生整備計画事業の効果を最大限に高めるようなまちづくり活動を継続して展開していく。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金）） 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 国見町 直 300m R7 R9 R7 R9 233.0 233.0 233.0 233.0

道路 国見町 直 65m R9 R11 R9 R11 40.0 40.0 40.0 40.0

地域生活基盤施設 広場 藤田駅前広場整備事業　 国見町 直 950㎡ R9 R9 R9 R9 10.0 10.0 10.0 10.0

地域生活基盤施設 駐車場 藤田駅前駐車場整備事業　(駐輪場撤去含む) 国見町 直 1330㎡ R8 R8 R8 R8 28.0 28.0 28.0 7.0

合計 311 311 311 0 290 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 290

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
国見町 - 14,000㎡ ○ R7 R9 50

国見町 国土交通省 1,753㎡ ○ R7 R9 345

国見町 - 650㎡ ○ R8 R10 320

合計 715

0.4交付対象事業費 290 交付限度額 116 国費率

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
交付期間内事業期間

細項目
藤田駅前新設ロータリー整備事業　町道2092号線　

藤田駅前歩道整備事業  町道2091号線

規模
（参考）事業期間

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

まちづくり活動推進
事業

事業活用
調査

地域優良賃貸住宅整備事業（社総金） 国見町大字山崎字南町田地内

事業 事業箇所名
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

観月台公園整備事業 観月台公園

事業主体 所管省庁名 規模

高次都市施設（地域交流センター） 地域交流センター（仮称）整備事業



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

藤田駅前地区（福島県国見町） 面積 18.4 ha 区域 国見町大字藤田字観月台、山崎字熊野前、南町田　地内　外

凡 例

都市再生整備計画区域

都市機能誘導区域

居住誘導誘導区域

鉄道（ＪＲ東北本線）

Ｎ



様式（１）- ⑦ -2

藤田駅前施設の利用者数 (人／年) 15,000 (R５年度) → 17,000 (R１１年度)
交流センター（仮称）等の利用者数 　※既存施設（国見町観月台文化センター）を含む (人／年) 33147 (R５年度) → 34,000 (R１１年度)
都市再生整備計画の区域内人口密度 (人／ha) 76人 (R６年度) → 76人 (R１１年度)

藤田駅前
ふ じ た え き ま え

地区
ち く

（福島
ふ く し ま

県
け ん

国見町
く に み ま ち

）　整備
せ い び

方針
ほ う し ん

概要
が い よ う

図
ず

（都市
と し

再生
さ い せ い

整備
せ い び

計画
け い か く

事業
じ ぎ ょ う

（社会
し ゃ か い

資本
し ほ ん

整備
せ い び

総合
そ う ご う

交付金
こ う ふ き ん

））

目標

大目標：誰もがより安全で快適に住み続けられる地域の形成と空間づくりの実現
　　目標１：藤田駅前を中心に充実した道路交通網や歩行者空間の創出を図る
　　目標２：子育て環境に適した優良賃貸住宅と地域の住民が交流できる空間の
整備を図り、多様な世代が快適に過ごせる環境を提供する
　　目標３：駅前エリアの都市機能の向上と居住環境の充実化を図る

代表的
な指標

Ｎ


